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子 どもの 「自尊心」 か ら解くい じめ ・学校教育へ の 示唆

櫻井 里穂 （広島大学）

1．研究背景

　本研究 は、子 どもの 「自尊心」に 注 目し、

そ の 形成過程 と、い じめや不登校 問題 に与

え る影響を検証す る こ とを主 な研究 目的 と

す る 。 具体 的に は 、自尊心が 「どの よ うに

育 まれ 、また、育 まれた 自尊心が生徒 の 向

学校文化 と して 、も し くは、い じめ な ど の

反学校文化 と して どの よ うな形で っ なが っ

て い る の か」 とい う点 に つ い て 、 日本の 学

校 と途上 国の 学校 とを比較検証す る。今回

の 報告で は、日本の 学校で 2013 年 9 月 〜12

月 に行 っ た調 査結果 を報告する 。 尚、通常

心理 学で
“
self

−
esteem

”
（セ ル フ エ ス テ ィ

ーム ）と訳 され る 「自尊心 」 の 定義は
一

律で

はない が 、本研 究で は 「自己肯定感」 「自己

受容」 （岸見 、
2010）と定義づ ける 。

　子 どもの 自尊心 に注 目す る理 由は、 日本

の 学校 で数多 く報告 され て い る い じめ問題

があ る。文部科学省 が昨年 12 月 に発表 した

平成 24 年度 「児童生徒の 問題 行動等生 徒指

導上の 諸問題 に 関する調査」報告書に よる

と、こ の 年 の い じめの 認知件数 は約 18 万件 、

小 ・中学校の 不登校児童 ・生徒数 は近 年微

減傾 向に あ る もの の 小 学校で 0．3％ 、 中学

校 で は 2．6％が 不 登校 と され て い る （文 部

科学省 、 2013a）。 こ うした背景もあ り 、 同

省 は い じ め問題 を深刻な状況 と し 、「豊か な

心 を育む教育」 と して 道徳教育の 充実化 を

掲 げて い る （文部科学省、2013b）。 しか し、

年間 18万件 とい う児童 ・生徒の 「い じめ 」

問題 に は 、子 ど もの 家庭で の 様子 は もち ろ

ん 、友達 との 関係が 自己肯定感 とど う関連

して い るか 、 な ども慎重 に検証す る必 要が

あろ う。

　近年、自尊心や幸福感 に 関す る研 究は増

えて い るが、比 較的大学生以上を研 究対象

と し、小 中学生 に注 目した研 究は限 られ て

い る （c ．f．吉武 、2012 ； 櫻井、2012）。 ま た 、

い じめ 問題 と 自尊心 と の 関係に 関 し て は、

そ の 多 くが学校 保健 の 観 点か ら 「い じめ ら

れ る と自尊心 が 低 くな る」 と心理 的影響 を

検証 して い る研 究や、　 「レ ジ リエ ン シ ー
、

ソ
ー

シ ャ ル ・サポー ト、ライ フ ス キル とい

っ た能力の 有無がい じめの 被 害を受 けた際

に与 える影 響」 な ど、被 害者側 に注 目し論

じた研 究が ある （菱 田ほ か 、2012） 。 しか

し、い じめ問題 の 軽減 に は 、加 害者側 の 自

尊 心 もど う影響 して い るの か も加味 して 慎

重 に検証す る必 要が あるよ うに思われ る 。

　本研 究で は 「自尊心」 をキ
ー

ワ
ー ドにそ

れ が豊か な人 間性や 生き る力 とな るプ ラス

の 側 面や、い じめ な ど の マ イナ ス の 側面 に

ど う関連 して い る か を掘 り下 げて 検証 し、

喫緊 の 教育課題 の
一

っ で あ る 「い じめ問題」

に つ い て の 示 唆を得たい
。

2．調査方法

　研 究手法 は 、無記名の 自記入式質問紙法

とそ の 統計分析 と した 。 質問紙調査 には主

と し て ヒ ュ ブナ
ー

教授 グル
ープが 開発 した

「多 次元 に よ る 生 徒 の 生 活 満 足 度 尺 度

（MSLSS）」 （1994）を用 い た．　MSLSS は 、「家

庭 （家族）」 「友達」 「学校」 「地域」 「自分 自

身」 に関する 40 項 目か ら成 り立 っ て お り、

小学 3 年 生か ら高校 3 年生 の 児童 ・生 徒の

総括 的な多次 元間 の 生活満足 度を計る の に

有効 で ある とされ て い る （Gilman，　Huebner

＆　Laughlin，　2000）。

　本研究で は、「家庭 （家族）」 「友達」 「学

校」 「地域」 「自分 自身」 に関す る項 目に加

えて 、「授 業 （勉強）」 に関する項 目、「い じ

め （加害 ・被害）」に 関す る項 目 、 そ して 家
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の 手伝 い な どの 参加度 を問 う項 目、最後に

自由記述で 「楽 しか っ た こ と」 を 聞い た。

背景 の 質問 として は 、性別 ・年齢、同居家

族の ほ か に、所有 の 本 の 冊数や ご飯 を家族

と
一

緒 に食べ る か ど うか な ど、の 質問も加

えた。尺度 は 「とて もあて は ま る」、か ら 「全

くあて はま らない D の 6段 階で ある 。

　調査 は、2013 年秋、地方政令
一

都市の 公

立 中学校 5 校で行い 、調査対象は 中学 1年

生か ら 3 年生すべ て とした。本調査 は 国際

比較研究 で あ り、 日本以外 の 国の 調査 に お

い て は 、 発表者が現地の 学校に 出向き、子

どもた ちに対面調査 を実施 して い る が 、 日

本 で は それ が難 しい た め 、 報告者が用意 し

た 手 引書に従 い 、学級 担任 の 先生 に調査 用

紙の 配布 ・回収 を依頼 した 。 5 校す べ て か

ら協力 を得て 、 約 2200人分の 有効回答を得

た。

3．調査結果 （
一

部）

　有効回答を得た質問紙に つ い て分析を行

っ た 。平均年齢 は男女 ともに 13．5 歳で あ っ

た。まず、それ ぞ れ の カ テ ゴ リーの 相 関を

確 認 し合成項 目 を構成 した。質間項 目の 妥

当性を見 るため信頼性 分析 を行 っ た とこ ろ 、

ク ロ ン バ ッ ク の α の 数値は、それぞれ の 合

成 項 目で 、0，945 「家庭 （家族）」、0．908 「友

達」、0．924 「学校 」、0．887 「地域」、 0，921
「自分 自身」、

0．731 「授業 （勉強）」 と 0．778

「い じめ （加 害）」 と、O．・825 「い じめ （被

害）」 とお お む ね 良好で あ っ た。

次に 、 合成項 目の 男女 の 平均 を比 べ る と、

「地域」と 「い じめ （被害）」 に関 して は 、 男

女で 有意差が 見 られな か っ たが、「自分 自身 」

に 関す る項 目 と 、
「授業 （勉強）」 に 関す る

項 目で は男子 の 方が満足度が 高か っ た。女

子 は、「家庭 （家族）」、
「友達」、「学校」 で

男子 よ り満足度 が高 く 、 また 「い じめ （加

害）」に加 担 して い る割合が 男子 よ り有意に

低 か っ た 。 これ は 、い じめ に関する多 くの

先 行研 究 と同 じ結果 で あ っ た 。 そ れ ぞ れ の

項 目の 相関や、学年別 の 分析 、 自尊心が各

項 目ご とに与える影響な どにつ い て の 詳細

な分析は、報告時に発表す る。
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